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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期

決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月

売上高 (千円) 161,563 148,913 135,232 105,499 95,290

経常利益 (千円) 9,770 13,023 12,158 10,788 4,764

当期純利益
(△は当期純損失)

(千円) △6,032 8,897 7,178 6,630 2,491

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 492,772 50,000 60,800 64,400 64,400

発行済株式総数 (株)

普通株式
47,872

優先株式
821

普通株式
47,872

優先株式
867

普通株式
47,872

優先株式
894

普通株式
47,872

優先株式
903

普通株式
47,872

優先株式
903

純資産額 (千円) 968,1991,013,8971,042,6751,056,5061,058,997

総資産額 (千円) 1,003,9631,052,4451,085,5881,089,9501,066,309

１株当たり純資産額 (円) 6,498.756,682.796,830.886,967.507,017.66

１株当たり配当額
(内１株当たり中間配当
額)

(円)
(円)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

１株当たり当期純利益
(△は１株当たり当期純
損失)

(円) △127.73 184.04 148.08 136.62 50.15

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 96.4 96.4 96.0 96.9 99.3

自己資本利益率 (％) ― 0.8 0.7 0.6 0.2

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 27,191　　　32,097 24,194 42,871 11,162

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,991 △21,723 △3,036 △13,487 △9,017

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 42,062 31,216 16,331 1,523 △5,752

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 204,278 245,868 283,358 314,265 310,657

従業員数 (名) 1 1 1 1 1
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(注) １　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２　売上高に消費税等を含めておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、帳簿価額が備忘価額となっているため損益等に与える影響はあ

りません。

４　１株当たり配当額及び配当性向は、配当を行っていないため記載しておりません。

５　第６期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失が計上されており、また潜

在株式がないため記載しておりません。また、第７期、第８期、第９期、第10期の潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

６　第６期の自己資本利益率は当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

７　株価収益率は、当社株式が非上場であり、株価が把握できませんので、記載しておりません。

　

２ 【沿革】

　

年月 概要

平成16年２月 ゴルフ場事業を目的として名古屋市中区に株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部を設立。

平成16年３月
三重県四日市市のグレイスヒルズカントリー倶楽部を㈱ヘラルドコーポレーションより営業譲
受。

平成16年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱へゴルフ場の運営を委託。

平成16年８月 本店所在地を名古屋市中区より三重県四日市市へ移転。

平成16年８月
普通株式308百万円を第三者割当増資として発行し、内154百万円を資本金に組入れ残額154百万
円を資本準備金とした。

平成17年８月
優先株式498百万円を一般募集により発行し、内249百万円を資本金に組入れ残額249百万円を資
本準備金とした。

平成18年８月
優先株式67百万円を一般募集により発行し、内33百万円を資本金に組入れ残額33百万円を資本準
備金とした。

平成19年８月
優先株式45百万円を一般募集により発行し、内22百万円を資本金に組入れ残額22百万円を資本準
備金とした。

平成20年８月
優先株式45百万円を一般募集により発行し、内22百万円を資本金に組入れ残額22百万円を資本準
備金とした。

平成21年８月
優先株式36百万円を一般募集により発行し、内18百万円を資本金に組入れ残額18百万円を資本準
備金とした。

平成22年３月 無償減資を行い、資本金を50百万円とする。

平成22年８月
優先株式21百万円を一般募集により発行し、内10百万円を資本金に組入れ残額10百万円を資本準
備金とした。

平成23年８月
優先株式7百万円を一般募集により発行し、内3百万円を資本金に組入れ残額3百万円を資本準備
金とした。
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３ 【事業の内容】

当社は、ジャパンクラシック株式会社を関連会社としており、リゾートトラスト株式会社をその他の関係

会社としております。その他の関係会社の子会社であるリゾートトラストゴルフ事業㈱にゴルフ場の運営

を委託しております。

当社は、ゴルフ場の所有をしております。

ゴルフ場の概況は次の通りであります。

ゴルフ場名 グレイスヒルズカントリー倶楽部

所在地 三重県四日市市桜町池之谷2230

施設 コース：18ホール

その他：クラブハウス他諸施設

　

４ 【関係会社の状況】

　

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
又は被所有割合(％)

関係内容

所有割合
被所有
割合

(関連会社) 　 　 　 　 　 　

ジャパンクラシック㈱
(注)１

名古屋市中区 600,000ゴルフ事業 22.5 ― 役員の兼任　３名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　 　

リゾートトラスト㈱
(注)２、３

名古屋市中区 14,258,118
会員制リゾートホ
テル会員権の販売、
ホテルの運営

― 3.3役員の兼任　１名

(注) １　債務超過会社であり、債務超過額は 28,103,872千円であります。

２　有価証券報告書を提出しております。

３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。
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５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成25年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

1 ― ― ―

(注)　１ 従業員は、就業人員であります。業務もアウトソーシングしておりますので平均年齢、平均勤続年数及び平均年

間給与は記載しておりません。

　　２ 当社は、ゴルフ場事業の単一セグメント・単一事業部門であります。

    

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当事業年度におけるわが国経済は、年度前半は欧州債務危機などによる世界経済の低迷や円高の長期

化等の影響により、先行き不透明な状況が続きました。しかしながら、昨年末の政権交代に伴う新たな経

済対策への期待感から、円安が進行し、株価が上昇するなど景気は回復傾向にあります。 

 このような環境の中、当社がリゾートトラストゴルフ事業株式会社に運営委託しているグレイスヒルズ

カントリー倶楽部においては、上半期は比較的天候に恵まれたことから、台風により６日間のクローズを

余儀なくされた前期に比べ720名の来場者増加となった一方、下半期は1月及び２月に雪によるクローズ

が８日間あり、前期比316名の減少となりました。その結果、年間来場者数は前期比404名（1.1％）増の

38,282名となりました。 

 会員権の名義書換が当事業年度においても引き続き順調に進んだこともあり、メンバー来場者数は

14,994名と前期比475名の増加となりましたが、一方でゲスト来場者数は71名の減少となりました。また

曜日別では、東名阪自動車道御在所SAから四日市ICまでの３車線化が完了したことによる渋滞解消も加

わり、土日祝日の来場者数が前期比1,099名の増加となりました。 

 当事業年度における平日会員の募集実績はありませんでした。 

 当社の売上高は、リゾートトラストゴルフ事業株式会社からの運営委託手数料と利益配分手数料収入で

構成されており、運営委託手数料は92,000千円（前期比3.2％減）、利益配分手数料収入は3,290千円（前

期比50.8％減）売上高は95,290千円（前期比9.7％減）となりました。　　 

 一方、販売費及び一般管理費は会員権販売手数料の計上がなかったことにより、94,800千円（前期比

3.7％減）となり、営業利益は489千円（前期比93.1％減）、経常利益は4,764千円（前期比55.8％減）、当

期純利益は2,491千円（前期比62.4％減）となりました。 

 

(2) キャッシュ・フロー

当事業年度の現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は前事業年度末に比べ3,607千円(前事業年

度は30,906千円の増加)減少し、310,657千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における営業活動による資金の増加は、11,162千円(前事業年度比74.0％減)となりました。

これは、減価償却費が24,078千円、未払金の減少が11,936千円あったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における投資活動による資金の減少は、9,017千円(前事業年度は、13,487千円の減少）とな

りました。これは、有形固定資産の取得による支出が9,011千円あったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における財務活動による資金の減少は、5,752千円(前事業年度は1,523千円の増加)となり

ました。これは、リース債務の返済による支出が5,752千円あったことによるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

当社はグレイスヒルズカントリー倶楽部をリゾートトラストゴルフ事業㈱に全面的に運営委託しており

ますので、グレイスヒルズカントリー倶楽部の収容実績及び当社の販売実績を記載しています。

(1) 収容実績

区分
ホール数
(Ｈ)

前事業年度
(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) 一日平均来場
者数(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) 一日平均来場
者数(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

グレイスヒルズ
カントリー倶楽部

18 35214,51923,35937,878 107.6 35214,99423,28838,282 108.8

(2) 販売実績

区分

前事業年度
(自 平成23年４月１日　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日　至 平成25年３月31日)

金額(千円) 前年同期比（％） 金額(千円) 前年同期比（％）

登録料売上 3,809 △58.3 ― ―

運営委託契約による手数料収入 101,690 △19.4 95,290 △6.3

合計 105,499 △22.0 95,290 △9.7

(注)　１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前事業年度　　　　　　　　　　　（自 平成23年４
月１日 至 平成24年３月31日）

当事業年度　　　　　　　　　　　（自 平成24年４
月１日 至 平成25年３月31日）

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 101,690 96.4 95,290 100

　　　 ２．上記の金額には、消費税等を含めておりません。

 

３ 【対処すべき課題】

昨年末に誕生した新政権によるデフレ脱却政策や日銀の金融緩和策等により、景気は持ち直しの兆しが

見られ、個人消費は回復傾向にあるものの、消費者の低価格志向や節約志向は根強く、ゴルフ場業界におい

てもプレー料金は下落傾向にあり、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。 

 このような見通しの中、引き続きコースクォリティを維持し、美しいゴルフ場つくりに取り組みます。特

に当事業年度に応急の措置を施したゲリラ豪雨による法面崩落箇所については、修復工事を行うにとどま

らず、今後の崩落事故防止の観点から大規模な治水工事を施します。またリスク排除のため、１４番ホール

については先行してカート道路の付け替えを行いましたが、 バンカーの排水改善工事も欠かせない重要

な課題として順次工事を実施しています。 

 今後も、課題に迅速かつ適切に対処し、より信頼され満足いただけるコース管理に注力してまいります。

また、笑顔溢れる倶楽部づくりをめざし、ホスピタリティの一層の向上を図るとともに、リゾートトラスト

グループの一員として、強い連携を図り、メンバーシップコースとしての魅力・会員権価値の向上に注力

し、ブランド力をより一層高める努力をしてまいります。  
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４ 【事業等のリスク】

以下において、当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を記載してお

ります。また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解

する上で重要と考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。

なお、将来に関する記載に関しては、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 当社関係会社との取引について

当社は、リゾートトラスト㈱の100%出資子会社であるリゾートトラストゴルフ事業㈱との間で、平成16

年３月26日付にて、グレイスヒルズカントリー倶楽部の運営に関し運営委託契約を締結しています。同ゴ

ルフクラブの運営全般、施設の管理及び会員募集、会員管理、経理総務業務及び経営指導等の業務を委託

しておりますので、当社は、同ゴルフ場資産の所有・管理する会社に特化しています。

(2) 将来行われる予定の赤道未買収について

開発当初からの当ゴルフ場開発区域内の赤道(里道、農道、獣道等の法定外道路)については、旧建設省

に用途廃止申請を提出して認可を受けておりますが、その後買収が未了です。

(3) ゴルフ場用地に係る賃貸借契約が未了のもの

当該ゴルフ場関係の営業譲り受けに含まれるゴルフ場用地賃貸借契約について、当社との新しい賃貸

借契約を交渉中のものが１件(平成25年３月31日現在)あります。

(4) ゴルフ場用地に係る賃借権設定登記が未了のもの

上記(3)に係る当社との新しい賃貸借契約を交渉中(１件)のもののうち賃借権設定に必要な同意書が

未入手で現在交渉中のものが１件(平成25年３月31日現在)あります。

　

５ 【経営上の重要な契約等】

　

相手方の名称 契約内容 契約期間 摘要

三重県四日市市地主102名
グレイスヒルズカントリー倶楽部用地

の賃借

平成16年３月26日より

平成36年３月25日まで

賃貸借期間満了時に10年間の

自動更新となります。

リゾートトラストゴルフ事業㈱
グレイスヒルズカントリー倶楽部の運

営委託契約(注)

平成16年３月26日より

平成26年３月31日まで

契約期間満了時に１年間の自

動更新となります。

リゾートトラストゴルフ事業㈱
グレイスヒルズカントリー倶楽部のゴ

ルフ会員権販売委託契約

平成16年12月21日より

会員権販売終了時まで
　

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 経理総務業務及び経営指導の委託
平成25年４月１日より

平成26年３月31日まで

契約期間満了時に１年間の自

動更新となります。

(注)　契約に関する委託業務の始期は、平成16年４月１日からとなります。

　

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

将来に関する記載に関しては、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 財政状態

資産合計は、1,066,309千円となり、前事業年度と比べて23,640千円の減少となりました。これは、現金

及び預金の減少3,607千円、未収入金の減少2,636千円、有形固定資産の減少15,067千円があったこと等に

よるものです。

負債合計は、7,312千円となり、前事業年度と比べて26,131千円の減少となりました。これは未払金の減

少11,936千円、預り金の減少7,639千円、リース債務の減少5,752千円があったこと等によるものです。

純資産の合計は、1,058,997千円となり、前事業年度と比べて2,491千円の増加となりました。これは利

益剰余金の増加によるものです。

　

(2) 経営成績

当社の売上高は、リゾートトラストゴルフ事業株式会社からの運営委託手数料と利益配分手数料収入

で構成されており、運営委託手数料は92,000千円（前期比3.2％減）、利益配分手数料収入は3,290千円

（前期比50.8％減）売上高は95,290千円（前期比9.7％減）となりました。　　

一方、販売費及び一般管理費は会員権販売手数料の計上がなかったことにより、94,800千円（前期比

3.7％減）となり、営業利益は489千円（前期比93.1％減）、経常利益は4,764千円（前期比55.8％減）、当

期純利益は2,491千円（前期比62.4％減）となりました。

 

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

当社の事業運営するゴルフ場の資産は、一部が借地となっておりますので、将来的に契約更新ができな

い場合や、営業譲り受けに含まれるゴルフ場用地賃貸借契約について、新しい賃貸借契約ができない場

合、事業運営に重要な影響が出ると考えられます。また、ゴルフ場開発区域内に買収未了の赤道があり、今

後の資金調達等に重要な影響を及ぼすと考えられます。

　

(4) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資金状況は、当事業年度末の現金及び現金同等物が、前事業年度末に比べ3,607千円減少し、

310,657千円となっております。営業活動によるキャッシュ・フローは、11,162千円の増加となりました。

これは、減価償却費が24,078千円、未払金の減少が11,936千円あったこと等によるものであります。投資

活動によるキャッシュ・フローは、9,017千円の減少となりました。これは、有形固定資産の取得による支

出が9,011千円あったこと等によるものであります。財務活動によるキャッシュ・フローは、5,752千円の

減少となりました。これは、リース債務の返済による支出が5,752千円あったことによるものであります。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備投資は、9,011千円となりました。主としてグレイスヒルズカントリー倶楽部の

機械装置、車両運搬具等によるものであります。

　

２ 【主要な設備の状況】

平成25年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内
容

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

工具器具
及び備品

コース勘定
土地

(面積千㎡)
リース資産 合計

グレイスヒルズカ
ントリー倶楽部
(三重県四日市市)

ゴルフ場 163,7499,6953,88267,429
145,723
(537)
［390]

3,380393,859 1

(注) １　土地の所有面積は（　）で外書きしております。

　　また、土地の一部を賃借しております。賃借料は 36,548千円であり、賃借している土地の面積は［　］で外書き

しております。

２　現在休止中の主要な設備は、ありません。

３　上記の他、リース契約による主要な賃借設備の内容は、下記の通りであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容 数量 リース期間
年間リース料
(千円)

リース契約
残高
(千円)

グレイスヒルズカント
リー倶楽部
(三重県四日市市)

コース管理用機械 一式 ５年間 311 ―

ゴルフカート 一式 ５年間 823 ―

　

３ 【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 148,000

優先株式 2,000

計 150,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成25年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年６月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,872 47,872 非上場
完全議決権株式であり権利内容
に何ら限定のない当社における
標準となる株式(注)１、４、６

優先株式 903 903 同上
優先的配当を受ける権利を有す
る株式(注)２、３、４、５、６

計 48,775 48,775 ― ―

 (注)１　普通株式の内容

     (1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。

 　　  (2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　 ２　優先株式の内容

(1) 当会社は、毎決算期において優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、１株につき年１

００円を限度として優先株式の発行に関する取締役会決議で定める額の利益配当金（以下「優先配当金」と

いう）を支払う。

(2) 優先株式の株主は、前項の優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては配当を受ける権利を有しない。

(3) 当会社は、特定の営業年度における優先配当金の全部又は一部が支払われないときは、その不足額を翌営業年

度以降に蓄積し、累積した不足額については、優先配当金に先立ってこれを優先株主に支払う。

(4) 当会社は、残余財産の分配をするときは、優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、その

優先株式１株につき、８０万円を限度として分配を行う。

(5) 優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しない。

(6) 優先株式の株主は、株主総会における議決権を有しないものとする。ただし、下記の場合を除くものとする。

 ア) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時株主総会

の時から、議決権を有する。

 イ) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはその定

時株主総会終結の時から、議決権を有する。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式である。
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３　優先株式のうち、623株については平成19年６月19日開催の定時株主総会のときより、84株については平成　

　　20年６月19日開催の定時株主総会のときより、57株については平成21年６月29日開催の定時株主総会のとき

　　より、57株については平成22年６月29日開催の定時株主総会のときより、46株については平成23年６月30日

　　開催の定時株主総会のときより、27株については平成24年６月29日開催の定時株主総会のときより、９株に

　　ついては平成25年６月28日開催の定時株主総会のときより議決権を有しております。

４　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　　５　当会社は、優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種類株主総会の決

　　　　議を要しないものとする。

　　６　当会社は、単元株制度を採用していない。
　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年８月31日

(注)１

 

57 48,693

(普通株式
47,872
優先株式

821)

22,800 492,772 22,800 482,749

平成21年８月７日

(注)２

 

46 48,739

(普通株式
47,872
優先株式

867)

18,400 511,172 18,400 501,149

平成22年３月５日

(注)３

 

― 48,739

(普通株式
47,872
優先株式

867)

△461,172 50,000 ― 501,149

平成22年８月６日

(注)４

 

27 48,766

(普通株式

47,872

優先株式

894)

10,800 60,800 10,800 511,949

平成23年８月５日

              (注)５

 

9 48,775

(普通株式

47,872

優先株式

903)

3,600 64,400 3,600 515,549

(注) １　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

２　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

３　平成22年１月25日に開催された臨時株主総会の決議により、平成22年３月５日に資本金を461,172千円減少さ

せ、資本剰余金のその他資本剰余金に461,172千円を計上しております。

４　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

５　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円
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(6) 【所有者別状況】

①普通株式

   平成25年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 5 4 549 ― ― 586 1,144 ―

所有株式数
(株)

― 168 126 34,674 ― ― 12,90447,872 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.4 0.3 72.4 ― ― 26.9 100.0 ―

　
②優先株式

   平成25年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 174 ― ― 455 629 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 305 ― ― 598 903 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 33.8 ― ― 66.2 100.0 ―
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(7) 【大株主の状況】

　 ①所有株式数別

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 4,998 10.2

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木1-1 3,998 8.2

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 3,864 7.9

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31 1,584 3.2

内田鍛工㈱ 三重県四日市市黄金町58 126 0.3

昭永工業㈱ 三重県四日市市塩浜町１ 105 0.2

計 ― 14,675 30.1

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　
　②所有議決権数別

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有
議決権数
(個)

総株主の議決権に対する
所有議決権数の割合(％)

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 4,998 10.3

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木1-1 3,998 8.2

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 3,864 7.9

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31 1,584 3.2

内田鍛工㈱ 三重県四日市市黄金町58 126 0.3

昭永工業㈱ 三重県四日市市塩浜町１ 105 0.2

計 ― 14,675 30.1

(注)  １  所有株式数及び所有議決権数第7位にあたる84株を所有する株主の数が16名となっておりますので、上位６　

　　　　　 名のみの記載としております。

２　上記所有株式数上位４社所有株式数の割合は14,444株で29.6％であり、その他の株主の所有株式数の割合は、

34,331株で70.4％であります。

３　上記所有議決権数上位４社所有議決権数数の割合は14,444株で29.6％であり、その他の株主の所有議決権数の

割合は、34,322株で70.4％であります。

４　上記大株主４社を含め、下記ゴルフ場との間で姉妹コースの相互利用サービスを行っております。

　　大株主４社の姉妹コース

　ザ・トラディションゴルフクラブ、セントクリークゴルフクラブ、スプリングフィールドゴルフクラブ

　グランディ鳴門ゴルフクラブ36、グランディ那須白河ゴルフクラブ、グランディ浜名湖ゴルフクラブ

　グランディ軽井沢ゴルフクラブ　

　　その他の姉妹コース

　　  オークモントゴルフクラブ、メイプルポイントゴルフクラブ、ザ・カントリークラブ　　　　　　　　　　

　パインズゴルフクラブ
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 優先株式　 　 9
 

―
優先株式の内容は「１株式等の状況
(1)株式の総数等」の「②発行済株
式」の注記に記載しております。

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式　47,872 47,872―

優先株式 　  894 　894
優先株式の内容は「１株式等の状況
(1)株式の総数等」の「②発行済株
式」の注記に記載しております。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 48,775 ― ―

総株主の議決権 ― 48,766 ―

(注)　株式の内容につきましては、1 株式等の状況、(1)株式の総数等、②発行済株式　(注) に記載しております。

　

② 【自己株式等】

　該当事項はありません。

　

(9) 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

　

２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

該当事項はありません。

　

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　
(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

　
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。
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３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場およびその付帯施設での快

適なプレー環境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。内部留保資

金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

当社の剰余金の配当は、期末配当のみの１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は、株

主総会であります。今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため当期は配当を実施してお

りません。

　

４ 【株価の推移】

当社株式は、非上場でありますので、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役 社長 林　戸　里　巳 昭和23年１月７日生

昭和56年３月 リゾートトラスト㈱入社

(注)1 ―

平成２年６月 リゾートトラスト㈱取締役就任

平成15年10月 リゾートトラスト㈱常務取締役就

任(現任)

平成16年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱取

締役就任

平成21年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱常

務取締役就任

平成23年10月 ㈱関西ゴルフ倶楽部常務取締役就

任

平成24年６月 当社取締役就任

平成25年４月 当社代表取締役就任(現任)

平成25年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代

表取締役就任（現任）

取締役 　 滝　　　茂　夫 昭和26年８月18日生

昭和61年４月 タキヒヨー㈱入社

(注)1
 

―

平成１年５月 同社取締役就任

平成２年９月 同社常務取締役就任

平成５年３月 同社取締役副社長就任

平成６年５月

平成17年６月

同社代表取締役社長就任

当社取締役就任(現任)

平成23年３月 タキヒヨー㈱代表取締役会長就任

(現任)

取締役 　 田　口　利　壽 昭和27年６月20日生

昭和53年４月 西濃運輸㈱入社

(注)1
 

―

昭和54年４月 多治見西濃運輸㈱総務部次長就任

昭和54年５月 同社取締役総務部長就任

昭和57年４月 東海西濃運輸㈱取締役総務部長就

任

昭和59年１月 同社専務取締役就任

昭和59年12月 同社代表取締役社長就任(現任)

平成17年６月 当社取締役就任(現任)

取締役 支配人  北　野　　　満 昭和32年10月３日生

平成16年５月 リゾートトラストゴルフ事業㈱入

社
(注)1
 

―　 グレイスヒルズカントリー倶楽部

支配人（現任）

平成20年6月 当社取締役就任(現任)

取締役 　 永　井　幸　仁 昭和23年４月３日生

平成20年５月 岡崎クラシック㈱副支配人就任

(注)1 ―

平成20年12月 岡崎クラシック㈱支配人就任

(現任)

平成21年６月 岡崎クラシック㈱取締役就任

(現任)

平成23年６月 当社取締役就任(現任)

監査役 　 加　藤　祐　次 昭和14年12月23日生

平成３年３月 ジャパンクラシック㈱入社

(注)2
 

―平成10年６月 同社監査役就任(現任)

平成16年５月 当社監査役就任(現任)

監査役 　 宇佐美　公　朗 昭和23年11月１日生

昭和50年11月 税理士小川啓一郎事務所勤務

(注)3
 

―平成１年８月 税理士宇佐美公朗事務所設立

平成17年６月 当社監査役就任(現任)

計 ―

(注) １　取締役の任期は、平成24年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成26年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

２　監査役の任期は、平成24年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成28年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

３　監査役の任期は、平成25年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成29年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

４　監査役加藤祐次及び宇佐美公朗は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

株式会員制の導入により、経営内容をディスクローズし、会員の信頼を得るため、コーポレートガバナン

スの充実が経営の重要な課題であると認識し、適正な経営の意思決定を図り、効率的かつ健全な業務執行体

制を構築し、経営チェック機能の充実に努めております。なお、記載内容は当事業年度におけるものであり

ます。

　

１　会社の機関の内容

当社は、毎月開催する取締役会において、取締役の合議により経営に関する基本方針や重要な業務執行

の決定を行っており、決定された経営方針に基づく計画その他の業務執行については、迅速かつ円滑に実

行できる体制づくりを行っています。

２　内部統制システムの整備の状況

当社では、役職員一人一人が高い倫理観を持つことでコンプライアンス体制の強化を積極的に行って

おり、監査役は、監査方針に基づき会計監査を行っております。又、内部統制の有効性について、その他の

関係会社であるリゾートトラスト㈱の内部監査部門である監査室により検証が行われ、監査法人とも連

携し、監査の実効性を確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。リスク

の共通認識を図るため全取締役が中心となり、リスクの現状分析をし、課題を明確にし、今後の対応策に

ついて検討を行っております。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬はありません。

監査役に支払われた報酬はありません。

５　社外取締役及び社外監査役

当社の社外監査役は２名であります。また、社外取締役はおりません。

　社外監査役の加藤祐次氏は、当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

　社外監査役の宇佐美公朗氏は税理士であり、当社の税務関連業務につき顧問契約を締結されております

が、それ以外に当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

６　会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、岡野英生及び久野誠一であり、有限責任 あずさ監査法

人に所属しております。当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士３名であります。なお、７年を超

え連続して当社の監査関連業務を行っている監査人はおりません。

７　取締役の員数

当社の取締役は15名以内とする旨を定款で定めております。

　８　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び累積投票によらない旨を定款で定めております。

９　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法309条第２項に定め

る決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決

権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。
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10　種類株式の状況

当社は、グレイスヒルズカントリー倶楽部の資産の管理・修繕等の資金を調達するため、会社法第108条

第１項第３号に定める内容（いわゆる議決権制限）について普通株式と異なる定めをした議決権のない

優先株式を発行しております。

　

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

3,500 － 3,450 －

　

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

　

　

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

　

　

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)に

基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年４月１日から平成25年３

月31日まで)の財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により監査を受けております。

　

３　連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、連結財務諸表は作成しておりません。

　

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 64,265 60,657

関係会社短期預け金 250,000 250,000

前払費用 23,108 22,868

未収入金 7,024 4,388

繰延税金資産 418 －

流動資産合計 344,816 337,914

固定資産

有形固定資産

建物 198,824 199,274

減価償却累計額 △56,066 △63,237

建物（純額） 142,757 136,036

構築物 41,544 42,724

減価償却累計額 △11,593 △15,011

構築物（純額） 29,951 27,712

機械及び装置 8,872 12,828

減価償却累計額 △4,637 △6,361

機械及び装置（純額） 4,234 6,467

車両運搬具 24,898 26,894

減価償却累計額 △18,290 △23,666

車両運搬具（純額） 6,607 3,227

工具、器具及び備品 7,944 9,374

減価償却累計額 △4,580 △5,492

工具、器具及び備品（純額） 3,364 3,882

コース勘定 67,429 67,429

土地 145,723 145,723

リース資産 27,392 27,392

減価償却累計額 △18,533 △24,011

リース資産（純額） 8,858 3,380

有形固定資産合計 408,926 393,859

無形固定資産

借地権 3,422 3,422

電話加入権 13 13

無形固定資産合計 3,436 3,436

投資その他の資産

投資有価証券 4,781 4,781

関係会社株式 2 2

長期前払費用 2,672 995

差入保証金 325,314 325,314

その他 － 5

投資その他の資産合計 332,771 331,100

固定資産合計 745,134 728,395

資産合計 1,089,950 1,066,309
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

リース債務 5,752 2,321

未払金 12,004 68

未払法人税等 1,755 526

未払消費税等 1,318 1,664

預り金 9,064 1,424

繰延税金負債 － 79

流動負債合計 29,894 6,083

固定負債

リース債務 3,549 1,228

固定負債合計 3,549 1,228

負債合計 33,444 7,312

純資産の部

株主資本

資本金 64,400 64,400

資本剰余金

資本準備金 515,549 515,549

その他資本剰余金 461,172 461,172

資本剰余金合計 976,721 976,721

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 15,384 17,875

利益剰余金合計 15,384 17,875

株主資本合計 1,056,506 1,058,997

純資産合計 1,056,506 1,058,997

負債純資産合計 1,089,950 1,066,309
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

売上高 105,499 95,290

販売費及び一般管理費

営繕費 5,816 7,405

通信交通費 341 391

租税公課 13,725 12,819

減価償却費 21,884 24,078

支払手数料 8,791 4,769

賃借料 7,146 3,730

保険料 1,698 1,703

地代家賃 35,958 36,548

その他 3,072 3,352

販売費及び一般管理費合計 98,434 94,800

営業利益 7,065 489

営業外収益

受取利息 ※1
 3,416

※1
 3,700

土地使用料 376 300

雑収入 0 275

営業外収益合計 3,793 4,275

営業外費用

株式交付費 70 －

営業外費用合計 70 －

経常利益 10,788 4,764

特別利益

固定資産売却益 ※2
 28 －

特別利益合計 28 －

税引前当期純利益 10,816 4,764

法人税、住民税及び事業税 4,365 1,776

法人税等調整額 △179 497

法人税等合計 4,185 2,273

当期純利益 6,630 2,491
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 60,800 64,400

当期変動額

新株の発行 3,600 －

当期変動額合計 3,600 －

当期末残高 64,400 64,400

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 511,949 515,549

当期変動額

新株の発行 3,600 －

当期変動額合計 3,600 －

当期末残高 515,549 515,549

その他資本剰余金

当期首残高 461,172 461,172

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 461,172 461,172

資本剰余金合計

当期首残高 973,121 976,721

当期変動額

新株の発行 3,600 －

当期変動額合計 3,600 －

当期末残高 976,721 976,721

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 8,753 15,384

当期変動額

当期純利益 6,630 2,491

当期変動額合計 6,630 2,491

当期末残高 15,384 17,875

利益剰余金合計

当期首残高 8,753 15,384

当期変動額

当期純利益 6,630 2,491

当期変動額合計 6,630 2,491

当期末残高 15,384 17,875
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

株主資本合計

当期首残高 1,042,675 1,056,506

当期変動額

新株の発行 7,200 －

当期純利益 6,630 2,491

当期変動額合計 13,830 2,491

当期末残高 1,056,506 1,058,997

純資産合計

当期首残高 1,042,675 1,056,506

当期変動額

新株の発行 7,200 －

当期純利益 6,630 2,491

当期変動額合計 13,830 2,491

当期末残高 1,056,506 1,058,997
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 10,816 4,764

減価償却費 21,884 24,078

受取利息 △3,416 △3,700

株式交付費 70 －

預り金の増減額（△は減少） 4,212 △7,639

未払金の増減額（△は減少） △8,784 △11,936

未払消費税等の増減額（△は減少） △814 346

その他 21,251 5,486

小計 45,219 11,400

利息の受取額 3,416 3,700

法人税等の支払額 △5,765 △3,938

営業活動によるキャッシュ・フロー 42,871 11,162

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △13,487 △9,011

その他 － △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,487 △9,017

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △5,606 △5,752

株式の発行による収入 7,129 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,523 △5,752

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,906 △3,607

現金及び現金同等物の期首残高 283,358 314,265

現金及び現金同等物の期末残高 ※1
 314,265

※1
 310,657
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

　(1) 関連会社株式

　　　移動平均法による原価法

　(2) その他の有価証券

　　　時価のないもの

　　　移動平均法による原価法

　
２　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　　　建物　　　　　10～46年

　　　　構築物　　　　10～45年

　　　また、取得価額10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却する方法を採用しております。

　また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法によっております。

　(2) リース資産

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとする定額法によっております。

　なお、所有権移転外ファイナンスリース取引のうちリース取引開始日が平成20年３月31日以前のものに

ついては引き続き通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっております。

　
３　繰延資産の処理方法

　　株式交付費

　　支出時に全額費用として処理しております。

　
４　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。

　
５　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　　消費税等の会計処理

　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
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(貸借対照表関係)

　　該当事項はありません。

　

(損益計算書関係)

※１　関係会社に係る注記

　　　各項目に含まれている関係会社に対するものは次のとおりであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

受取利息 3,402千円 3,687千円

※２　固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

 

前事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

車両運搬具 28千円 －千円

　

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,872 ― ― 47,872

優先株式(株) 894 9 ― 903

計(株) 48,766 9 ― 48,775
　

（変動事由の概要）

　新株の発行による増加　　　9株

　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,872 ― ― 47,872

優先株式(株) 903 ― ― 903

計(株) 48,775 ― ― 48,775
　

　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金勘定 64,265千円 60,657千円

関係会社短期預け金 250,000千円 250,000千円

現金及び現金同等物 314,265千円 310,657千円

　

(リース取引関係)

　ファイナンス・リース取引（借主側）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　①リース資産の内容

　　・有形固定資産　主として、ゴルフ事業におけるゴルフカート（車両運搬具）などであります。

　②リース資産の減価償却の方法

　　重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

　

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリース取引開始日が、平成20年３月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりますが、重要性が乏しいため、

記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

30/49



　

(金融商品関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　　至　平成24年３月31日)

１． 金融商品の状況に関する事項

（1） 金融商品に対する取組方針

     当社は、資金運用については、預金等の安全性の高い金融資産及びその他の関係会社である

　リゾートトラスト株式会社への余剰資金の預託で行っております。

　

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

　　金銭債権である関係会社短期預け金は、預入先の信用リスクに晒されております。投資有価証券

　はそのほとんどがゴルフ会員権であり市場価格の変動リスクに晒されております。法人税、住民税 

  （都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未払法人税等、並びに未払消費税等

　は、そのすべてが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり流動性リスクに晒されております。

　

（3） 金融商品に対するリスク管理体制

   ①信用リスクの管理

       当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状

     況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

   ②市場性リスクの管理

       当社は、投資有価証券について,定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有状況を

     適時に見直しております。

   ③流動性リスクの管理

       当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。

　

２． 金融商品の時価等に関する事項

平成24年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが困難と認められるものは含まれておりません。詳細につきましては、「（注）

２．」をご参照ください。

（単位：千円）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

（1）現金及び預金 64,265 64,265 ―

（2）関係会社短期預け金 250,000 250,000 ―

（3）投資有価証券 　 　 　

　　 　その他有価証券 4,781 3,741 △1,040

（負債） 　 　 　

（1）未払法人税等 1,755 1,755 ―

（2）未払消費税等 1,318 1,318 ―

　

(注)１ .金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項
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（資産）

(1)現金及び預金

   現金及び預金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

 によっております。

　

(2)関係会社短期預け金

   関係会社短期預け金は、預金と同様の扱いをしており、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額

 にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっております。

　

(3)投資有価証券

　投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　

（負債）

(1)未払法人税等及び（2）未払消費税等

　 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

  おります。

　

  ２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

　 貸借対照表計上額

（資産） 　

（1）関係会社株式(非上場株式）※1 2

（2）差入保証金 ※2 325,314

　※1 関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もること

    ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりま

　　せん。

※2 差入保証金については、ゴルフ場用地の賃貸借契約に基づく預託金であり市場価格がなく、か

　　つ、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより合理的なキャッシュ・フローを見

　　積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

　３．金銭債権の決算日後の償還予定額

                                              （単位：千円）

　 １年以内
１年超５年
以内

５年超10年
以内

10年超

（1）現金及び預金 64,265 － － －

（2）関係会社短期預け金 250,000 － － －
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当事業年度(自　平成24年４月１日　　至　平成25年３月31日)

１． 金融商品の状況に関する事項

（1） 金融商品に対する取組方針

     当社は、資金運用については、預金等の安全性の高い金融資産及びその他の関係会社である

　リゾートトラスト株式会社への余剰資金の預託で行っております。

　

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

　　金銭債権である関係会社短期預け金は、預入先の信用リスクに晒されております。投資有価証券

　はそのほとんどがゴルフ会員権であり市場価格の変動リスクに晒されております。法人税、住民税 

  （都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未払法人税等、並びに未払消費税等

　は、そのすべてが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり流動性リスクに晒されております。

　

（3） 金融商品に対するリスク管理体制

   ①信用リスクの管理

       当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状

     況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

   ②市場性リスクの管理

       当社は、投資有価証券について,定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有状況を

     適時に見直しております。

   ③流動性リスクの管理

       当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。

　

２． 金融商品の時価等に関する事項

平成25年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが困難と認められるものは含まれておりません。詳細につきましては、「（注）

２．」をご参照ください。

（単位：千円）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

（1）現金及び預金 60,657 60,657 ―

（2）関係会社短期預け金 250,000 250,000 ―

（3）投資有価証券 　 　 　

　　 　その他有価証券 4,781 4,063 △718

（負債） 　 　 　

（1）未払法人税等 526 526 ―

（2）未払消費税等 1,664 1,664 ―

　

(注)１ .金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項
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（資産）

(1)現金及び預金

   現金及び預金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

 によっております。

　

(2)関係会社短期預け金

   関係会社短期預け金は、預金と同様の扱いをしており、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額

 にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっております。

　

(3)投資有価証券

　投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　

（負債）

(1)未払法人税等及び（2）未払消費税等

　 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

  おります。

　

  ２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

　 貸借対照表計上額

（資産） 　

（1）関係会社株式(非上場株式）※1 2

（2）差入保証金 ※2 325,314

　※1 関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もること

    ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりま

　　せん。

※2 差入保証金については、ゴルフ場用地の賃貸借契約に基づく預託金であり市場価格がなく、か

　　つ、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより合理的なキャッシュ・フローを見

　　積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

　３．金銭債権の決算日後の償還予定額

                                              （単位：千円）

　 １年以内
１年超５年
以内

５年超10年
以内

10年超

（1）現金及び預金 60,657 ― ― ―

（2）関係会社短期預け金 250,000 ― ― ―

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

34/49



　

(有価証券関係)

    該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(退職給付関係)

該当事項はありません。

　

(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

(繰延税金資産) 　 　

　　投資有価証券評価損 4,365千円 4,365千円

　　未払事業税 108千円 ―千円

　　前払費用 309千円 ―千円

　　繰延税金資産小計 4,783千円 4,365千円

　　評価性引当額 △4,365千円 △4,365千円

　　繰延税金資産合計 418千円 ―千円

(繰延税金負債) 　 　

　　未収事業税 ―千円 79千円

　　繰延税金負債小計 ―千円 79千円

　　繰延税金負債合計 ―千円 79千円

　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

法定実効税率 41.2％ 38.7％

（調整） 　 　

永久に損金に算入されない金額 0.5％ 0.9％

住民税等均等割 8.8％ 19.9％

中小法人軽減税率 △8.9％ △10.8％

その他 △2.9％ △1.0％

税効果会計適用後の法人税等負担率 38.7％ 47.7％

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

35/49



　

(賃貸等不動産関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　　至　平成24年３月31日)

　当社では、三重県四日市市にゴルフ場施設を賃貸不動産として所持しており、その施設をリゾートトラスト

ゴルフ事業株式会社へ賃貸しております。

　その賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当期増減額及び時価は次のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

貸借対照表計上額
当事業年度末の時価

期首残高 当事業年度増減額 期末残高

389,524 △240 389,283 2,500,000

(注)１　貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

(注)２　当事業年度の増減額のうち、増加は、ガラスコーティング（666千円）、正面ゲート設置（1,663千円）、人工

　　　　芝新設（7,000千円）であり、減少は、減価償却によるものであります。

(注)３　当事業年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価額に基づく金額（指標等を用いて調整を行

　　　　ったものを含む）であります。

　
また、賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　 　 （単位：千円）

賃貸収益 賃貸費用 差額

101,690 94,862 6,827

　
当事業年度(自　平成24年４月１日　　至　平成25年３月31日)

　当社では、三重県四日市市にゴルフ場施設を賃貸不動産として所持しており、その施設をリゾートトラスト

ゴルフ事業株式会社へ賃貸しております。

　その賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当期増減額及び時価は次のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

貸借対照表計上額
当事業年度末の時価

期首残高 当事業年度増減額 期末残高

389,283 △8,959 380,324 2,491,040

(注)１　貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

(注)２　当事業年度の増減額のうち、増加は男子浴室換気扇改修工事（450千円）、駐車場新植工事（250千円）、汚水配管

布設替え工事（930千円）であり、減少は、減価償却によるものであります。 

(注)３　当事業年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価額に基づく金額（指標等を用いて調整を行

　　　　ったものを含む）であります。

　
また、賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　 　 （単位：千円）

賃貸収益 賃貸費用 差額

95,290 90,030 5,260

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

36/49



　

(持分法損益等)

前事業年度(自　平成23年４月１日　　至　平成24年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 ―千円

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　　至　平成25年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 ―千円

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

　【セグメント情報】

　　　当社は、ゴルフ場事業の単一のセグメントであるため記載を省略しております。

 

　【関連情報】

　　前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

 　 １.サービスごとの情報

　　     当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

    ２.地域ごとの情報

    （1）売上高

         当社の、外部顧客への売上高はすべて本邦におけるものであります。

    （2）有形固定資産

         当社の、有形固定資産は、すべて本邦に所在しております。

　

　　３.主要な顧客ごとの情報

　 　 （単位：千円）

顧客の名称 売上高 関連するセグメント名

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 101,690 ゴルフ場事業

　

　　当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

 　 １.サービスごとの情報

　　     当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

    ２.地域ごとの情報

    （1）売上高

         当社の、外部顧客への売上高はすべて本邦におけるものであります。

    （2）有形固定資産

         当社の、有形固定資産は、すべて本邦に所在しております。

　

　　３.主要な顧客ごとの情報

　 　 （単位：千円）

顧客の名称 売上高 関連するセグメント名

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 95,290 ゴルフ場事業

　

　【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　　該当事項はありません。

　

　【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　　　該当事項はありません。

　

　【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　　　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社

 

リゾートトラス

ト㈱

名古屋市

中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ルの会員権

の販売、ホ

テルの運営

直接

(被所有)
  3.3

レストラン

の 運 営 委

託、資金の

預け入れ

資金の預入 50,000
関係会社

短期預け金
250,000

受取利息 3,402 - -

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

　  

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　　該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

リゾートトラス

トゴルフ事業㈱

名古屋市

中区
100,000

ゴルフ場の

建設及び運

営

直接

(被所有)
  0.1

ゴルフ場の

運営委託及

びゴルフ会

員権販売委

託及び役員

の兼任

管理委託手

数料の受取

(注)１

101,690 未収入金 7,024

会員権販売

手数料 

(注)２

3,571 - -

その他

の関係

会社の

子会社

アール・エフ・

エス㈱

名古屋市

中区
10,000事務代行業 -

事務業務の

委託

リゾートト

ラストグ

ループ会社

間取引の資

金決済

15,321未払金 11,204

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案し合理的に決定しております。
       ２　ゴルフ会員権販売に係る人件費、旅費交通費、消耗品費等を勘案し合理的に決定しております。

３　上記金額のうち、リゾートトラストグループ会社間取引の資金決済を除く取引金額には消費税等が含まれてお
らず、残高は消費税等を含めて表示しております。

　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　　該当事項はありません。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　(単位：千円）

　 ジャパンクラシック㈱

流動資産合計 73,501

固定資産合計 9,513,766

　 　

流動負債合計 1,543,323

固定負債合計 36,244,893

　 　

純資産合計 △28,200,949

　 　

売上高 257,380

税引前当期純損失(△) △5,904,743

当期純損失(△) △5,905,039
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当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社

 

リゾートトラス

ト㈱

名古屋市

中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ルの会員権

の販売、ホ

テルの運営

直接

(被所有)
  3.3

レストラン

の 運 営 委

託、資金の

預け入れ

資金の預入 -
関係会社

短期預け金
250,000

受取利息 3,687 - -

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

　  

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　　該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

リゾートトラス

トゴルフ事業㈱

名古屋市

中区
100,000

ゴルフ場の

建設及び運

営

直接

(被所有)
  0.1

ゴルフ場の

運営委託及

びゴルフ会

員権販売委

託及び役員

の兼任

管理委託手

数料の受取

(注)１

95,290 未収入金 3,454

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案し合理的に決定しております。
２　取引金額には消費税等が含まれておらず、残高は消費税等を含めて表示しております。

　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　　該当事項はありません。

　

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　(単位：千円）

　 ジャパンクラシック㈱

流動資産合計 119,387

固定資産合計 9,480,116

　 　

流動負債合計 1,460,288

固定負債合計 36,243,088

　 　

純資産合計 △28,103,872

　 　

売上高 254,689

税引前当期純利益 97,365

当期純利益 97,076
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

　

項目
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

 (1) １株当たり純資産額 6,967円50銭 7,017円66銭

　  (算定上の基礎) 　 　

　 　純資産の部の合計額(千円) 1,056,506 1,058,997

　 　純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 722,957 723,048

　 　(うち優先株式(千円)) (722,957) (723,048)

　 　普通株式に係る期末の純資産額(千円) 333,548 335,949

　 　普通株式の発行済株式数(株) 47,872 47,872

　 　1株当たり純資産額の算定に用いられた期末
47,872 47,872

　 　の普通株式の数(株)

　

項目
前事業年度

(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 136円62銭 50円15銭

   (算定上の基礎) 　 　

    当期純利益(千円) 6,630 2,491

    普通株主に帰属しない金額(千円) 90 90

    (うち優先配当額(千円)) (90) (90)

    普通株式に係る当期純利益(千円) 6,540 2,400

    普通株式の期中平均株式数(株) 47,872 47,872

　
(注)　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

　

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

投資有価証券 その他有価証券 岡崎クラシック㈱ 336 4,781

計 336 4,781

　

【有形固定資産等明細表】

　

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　建物 198,824 450 ― 199,274 63,2377,171 136,036

　構築物 41,5441,180 ― 42,724 15,0113,418 27,712

　機械装置 8,872 3,956 ― 12,828 6,361 1,723 6,467

　車両運搬具 24,8981,996 ― 26,894 23,6665,375 3,227

　工具・器具及び
　備品

7,944 1,429 ― 9,374 5,492 911 3,882

　コース勘定 67,429 ― ― 67,429 ― ― 67,429

　土地 145,723 ― ― 145,723 ― ― 145,723

  リース資産 27,392 ― ― 27,392 24,0115,478 3,380

有形固定資産計 522,6289,011 ― 531,640137,78124,078393,859

無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　借地権 3,422 － － 3,422 － － 3,422

　電話加入権 13 － － 13 － － 13

無形固定資産計 3,436 － － 3,436 － － 3,436

  長期前払費用 2,672 10 1,688 995 － － 995

(注) １　当期増加額のうち主なものは、次の通りであります。

　　　機械装置　グリーンモア3台・露払いローラー　1,635千円

　車両運搬具　ワークマンＭＤＸ　　　　　　　 1,100千円

　　

２　長期前払費用は前払保険料等の期間配分に係るものであり、減価償却とは性格が異なるた　

　　め、償却累計額及び当期償却額の算定には含めておりません。
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【社債明細表】

該当事項はありません。

　

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率 返済期限

１年以内に返済予定
のリース債務

5,752 2,321 － －

リース債務（１年以
内に返済予定のもの
を除く）

3,549 1,228 －
平成26年4月1日～
平成28年3月31日

合計 9,301 3,549 － －

(注) １　リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金

 額でリース債務を計上しているため、記載を省略しております。

　   ２　リース債務（１年以内に返済予定のものを除く）の決算日後５年以内における１年ごとの

 返済予定額の総額

区分
１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

リース債務 614 614 － －

　

　

【引当金明細表】

該当事項はありません。

　

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①現金及び預金

　

区分 金額(千円)

預金 　

普通預金 60,657

合計 60,657

　

②関係会社短期預け金

　

区分 金額(千円)

リゾートトラスト㈱ 250,000

合計 250,000

　

③差入保証金

　

区分 金額(千円)

三重県四日市市・菰野町地主98名 325,314

合計 325,314

　

(3) 【その他】

特記すべき事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、４株券、８株券、10株券、21株券、50株券、100株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え 　

　　取扱場所
三重県四日市市桜町池之谷2230
　株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 当社所定の金額

単元未満株式の買取り 　

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の普通株式８株券または21株券または優先株式を所有する株主は、クラブ規約に
基づく当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有しております。

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

　

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　 (1)
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第９期)

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

　
平成24年６月29日
東海財務局長に提出。

　 (2)半期報告書 (第10期中)
自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

　
平成24年12月25日
東海財務局長に提出。

　

　 (3)
有価証券報告書の訂正
報告書

事業年度
(第７期)

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

　
平成24年６月15日
東海財務局長に提出。

　 (4)
半期報告書の訂正報告
書

(第８期中)
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

　
平成24年６月15日
東海財務局長に提出。

　

　 (5)
有価証券報告書の訂正
報告書

事業年度
(第８期)

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

　
平成24年６月15日
東海財務局長に提出。

　 (6)
半期報告書の訂正報告
書

(第９期中)
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

　
平成24年６月15日
東海財務局長に提出。

　

(7)臨時報告書
企業内容等の開示に関する内閣府令第19条
第２項第９号（提出会社の代表取締役の異
動）の規定に基づく臨時報告書

　

平成25年５月20日
東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
　

　
平成25年６月28日

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　岡　　野　　英　　生　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　久　　野　　誠　　一　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に
掲げられている株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの
第10期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー
計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。
　
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を
行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と
適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並
びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成25年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了
する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　
 

※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

49/49


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２沿革
	３事業の内容
	４関係会社の状況
	５従業員の状況

	第２事業の状況
	１業績等の概要
	２生産、受注及び販売の状況
	３対処すべき課題
	４事業等のリスク
	５経営上の重要な契約等
	６研究開発活動
	７財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	１設備投資等の概要
	２主要な設備の状況
	３設備の新設、除却等の計画

	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)所有者別状況
	(7)大株主の状況
	(8)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等

	(9)ストックオプション制度の内容

	２自己株式の取得等の状況
	株式の種類等
	(1)株主総会決議による取得の状況
	(2)取締役会決議による取得の状況
	(3)株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容
	(4)取得自己株式の処理状況及び保有状況


	３配当政策
	４株価の推移
	５役員の状況
	６コーポレート・ガバナンスの状況等
	(1)コーポレート・ガバナンスの状況
	(2)監査報酬の内容等
	①監査公認会計士等に対する報酬の内容
	②その他重要な報酬の内容
	③監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容
	④監査報酬の決定方針



	第５経理の状況
	１連結財務諸表等
	(1)連結財務諸表
	(2)その他

	２財務諸表等
	(1)財務諸表
	①貸借対照表
	②損益計算書
	③株主資本等変動計算書
	④キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報
	関連情報
	報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
	報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報
	報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
	関連当事者情報

	⑤附属明細表
	有価証券明細表
	株式
	有形固定資産等明細表
	社債明細表
	借入金等明細表
	引当金明細表
	資産除去債務明細表


	(2)主な資産及び負債の内容
	(3)その他


	第６提出会社の株式事務の概要
	第７提出会社の参考情報
	１提出会社の親会社等の情報
	２その他の参考情報


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

